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＜連絡事項＞

· 6月22日･24日　メモリアルホール4Fにて課内研修（認知症・高齢者）があります。

ぜひ、参加して下さい。

· 宮　陽子　様～お母様の面会をご本人様希望されていましたが、ご家族より了解を頂　　　　　　　いています。ご本人様には、お母様の状態について説明しています。　　　　　　　明日、主治医からご本人へ直接確認後、日程の調整を行っていきます。

· 種本　福松様～抑うつ状態改善し、ご本人より退院希望あり、6月24日退院予定とな　　　　　　　っています。南部町と遠方な為、退院時処方4週間分となっています。　　　　　　　以前は日赤病院に通院歴ある為、当院に通院予定です。

· 高間木八男様～問診時、体の不調訴える事が多いため、来週よりレボトミン（25）2　　　　　　　T　止まり、セパゾンへ変更予定となっています。最近、怒る事が多　　　　　　　いが他者とのトラブルはありません。衝動的となり、他者とのトラブ　　　　　　　ル等に注意し観察･関わりをお願いします。

· 山田　倉松様～6月29日退院予定です。主治医より、暑くなるが、アルコールを摂取　　　　　　　しないよう説明うけています。「イライラ感がなければ、飲酒しない」　　　　　　　と話され、眠剤の処方を希望されています。入院時、指輪等はご家族　　　　　　　に返却しているが、財布等の貴重品を預けたと話されている為、担当　　　　　　　スタッフは確認してください。

· 佐藤　幸男様～作業にて、色塗りを行っていますが、色の使い方･塗り方が雑な為、　　　　　　　来週より　定期薬のリントン（0･75）2Tを止めとしリスパダールへ変　　　　　　　更予定となっています。精神状態、自床にて過ごす事が多い為、日中　　　　　　　の過ごし方も検討し関わりを持って行きましょう。

· 菅井　浩子様～頭痛の訴え聞かれ「脳波の検査をして欲しい」と話されています。検　　　　　　　査室スタッフに日時を確認し行っていきましょう。精神症状不安定さ　　　　　　　見られる為、身体不調の訴え聞かれた時は、バイタル測定を行い、精　　　　　　　神症状の観察お願いします。作業･食事等、日課拒否的となる事多い　　　　　　　為、その都度声掛けおこなって行きましょう。

· 中村　マス様～両下肢痛を訴え、アスモロール200g処方となっています。時折、階段　　　　　　　の登り降りが出来ないと話される事ありますが、ゆっくりでも、スム　　　　　　　ーズに歩行されています。現在、抑うつ的となっている為、訴えを良　　　　　　　く傾聴し極力使用しない様に関わって行きましょう。

· 風穴　チエ様～左膝痛訴え、サポーターを使用したいと話されていますが、これから　　　　　　　暑くなると蒸れること伝えると、納得されています。プログラムでは、　　　　　　　声掛けにて表情良く参加されています。膝痛の訴えの状態を確認し関　　　　　　　わりをもって下さい。

· 堀内　泰子様～6月24日～26日まで外泊予定で、その際退院について御家族と話し合　　　　　　　って頂く予定でしたが、本日、御家族様より電話連絡があり、6月30　　　　　　　日に退院希望が聞かれています。主治医に確認し許可となっており、　　　　　　　その事を病院から御家族様に連絡し了解されています。6月23日は10:　　　　　　　00より、幸房見学予定となっています。

　＜心理室より＞

　　・種本　福松様～入院時WAIS‐R検査結果報告

日常的知識はあり、持続、集中力も最後まで根気強く行う事出来ています。言葉のとらえ方（ふくみのある言葉）が苦手な様子のため、他の人が言った事を違う意味に捉えたりしている事があり、説明する時はストレートに物事を伝えていきましょう。ご家族にも、ストレート･率直に話すと良い事伝えていきましょう。言葉の読解力の低下は、年齢的なものや、性格、家族の思考パターンなどが考えられます。他者の方と話している時も、会話の内容を違う意味で捉え、トラブルとなる可能性もある為、気おつけて行きましょう。

＜皮膚科診察＞

· 津嶋イチ子様～腹部の発疹について、継続にて処置行うよう指示ありました。引き続　　　　　　　き皮膚の状態、掻痒感についての観察行ってください。

· 高間木八男様～全身の発疹、掻痒感継続しており、処方変更となります。タベジール　　　　　　　中止し、本日夕食後薬よりデキサメサゾン　3T　3×ndE　3日分　6　　　　　　　月25日夕食後薬よりデキサメサゾン　2T　2×ndE　4日分処方となっ　　　　　　　ています。皮膚の状態、掻痒感について観察行ってください。身辺の　　　　　　　清潔保持の声掛けを徹定して行きましょう。念のために、入浴後衣類　　　　　　　等は熱湯消毒して行きましょう。次回も診察予定となります。

· 山口喜一郎様～全身の発疹見られ、掻痒感の訴え聞かれています。急性湿疹との事で
　　　　　　　デルモゾールG軟膏　タベジール　3T　3×ndE　7日分処方となって　　　　　　　います。皮膚の状態や掻痒感について観察行ってください。

＜Dr千葉担当患者様NCP評価＞

· 本田　英之様～現在、精神症状的は落ち着いていますが、日中寝ている事が多く、活　　　　　　　動プログラム中も居眠りが多く見られています。その都度、再三声掛　　　　　　　けを要し参加するという状況が続いています。生活リズムを整えるよ　　　　　　　う促すと体調が良い時は「分かっています」と話されるも、体調が悪　　　　　　　い時には「お金を払っているのだから、食べても食べなくてもいいじ　　　　　　　ゃないですか」と食事の拒否なども、見られています。服薬時も注意　　　　　　　力散漫で残薬しても指摘されるまで平気でいる時もある為、注意して　　　　　　　いきましょう。担当スタッフは、体重計画表･生活プランの見直し作　　　　　　　成してください。生活リズムの改善出来るように、関わって行きまし　　　　　　　ょう。

・本日、種本福松様の退院療養検討会議を行っています。

